
様式１－３（統一栽培暦様式） 

もっと安心農産物 にんじん（秋冬どり）栽培暦 （令和２年度） 
ＪＡ千葉みらい 千葉東部地区出荷組合連合会 

 

１．土づくり 

  完熟堆肥（牛ふん等）２トン／10ａを施用するか、輪作体系にソルゴーやヘイオーツを作付する 

２．施  肥 （化学肥料由来の窒素分の上限 ７．５ｋｇ／１０ａ） 

  下記のいずれかより選択し、施用する          施用量は 基肥 と 追肥 の合計施用

量 

 肥  料  名 保証成分（％） 施肥量（１０a 当たり） 

基
肥 

＋ 

追
肥 

粒状人参専用Ｖ ６－７－５（有機態窒素３．２） ２４０ｋｇまで 

特スーパーにんじんブリケット６８８ ６－８－８（有機態窒素３．６） ２４０ｋｇまで 

やさいみどり有機 ８－９－７（有機態窒素４．０） １８０ｋｇまで 

きらめき８８８ ８－８－８（有機態窒素２．５） １３０ｋｇまで 

  土壌改良資材は、土壌診断結果に基づき必要量を施用する 
 

３．防  除・・・・・播種から収穫までの化学合成農薬は ８ 成分回数まで 
（フェロモン剤 ・ポリオキシンＡＬ水和剤 ・ゼンターリ顆粒水和剤は含まない） 

月 
管理 

作業 

病害虫の

発生推移 
薬 剤 名 

希釈倍数 

・処理量 
対象病害虫 

備  考 

（耕種的防除の実施等）

７月下旬 施 肥 

ｾﾝﾁｭｳ 

 

 

 

 

 
ネキリムシ 

①ネマトリンエース粒剤

または 

Ｄ－Ｄ 

②フォース粒剤 

または 

ダイアジノン粒剤５ 

２０ ㎏／１０ａ 

播種前 

１５～２０ ℓ／１０ａ

作付の１０～１５日前まで

４ ㎏～１２ ｋｇ／１０ａ
播種前（全面混

和） 

６ ㎏／１０ａ 
播種前（全面混

和） 

 

ネグサレ 

センチュウ 

ネコブ 

センチュウ 

 

ネキリムシ類 

 

 

 

 

施用した粒剤の防除効果を

高めるため、均一に散布し、

丁寧に土壌混和する 

８月上旬 

 

中旬 

 

下旬 

播 種 

 

 

 

 

         ―
―

―
―

―
 

黒
葉
枯
病 

―
―

―
―

―
 

   
  ―

―
―

―
 

キ
ア
ゲ
ハ 

・ 

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ 

―
―

―
―

 

③ゴーゴーサン細粒剤Ｆ

または

ゴーゴーサン乳剤 

４～５ ㎏／１０ａ

播種後出芽前

（雑草発生前) 

２００～４００ml／１０ａ

畑地一年生 

雑草 

しみ腐病の発生が多い圃場

には、作付を避ける 

 

しみ腐病回避のため早蒔きを避ける  

９月上旬 

 

中旬 

 

下旬 間引き 

 

中 耕 

 

 

④⑤アミスターオプティ

フロアブル 

１０００倍 

収穫２１日前まで

黒葉枯病 

しみ腐病 

 

葉の弱い品種は、本葉４枚

前後から早期防除を実施す

る 

 

 

間引き後が病害防除の適期

となるので確実に実施する 

 

 

間引き後に中耕除草を実施

する 

 

⑥ランネート４５ＤＦ 

 

または 

  

フェニックス 

     顆粒水和剤 

 

 

１０００倍 

収穫前日まで 

 

 

 

２０００倍 

～４０００倍 

収穫前日まで 

 

アブラムシ類 

ヨトウムシ 
ハスモンヨトウ 

 

 

 

ヨトウムシ 
１０月上旬 

 

中旬 

 

下旬  

⑦ロブラール水和剤 
１０００～１５００倍

収穫１４日前まで

黒葉枯病 

班点病 
黒葉枯病の発生が多い場合は 

ポリオキシンＡＬ水和剤 

５００倍 ５回以内 

収穫７日前まで 

ヨトウムシの発生が多い場合は 

ゼンターリ顆粒水和剤 

１０００倍  発生初期 

但し、前日まで 

 

⑧アファーム乳剤 
２０００倍 

収穫前日まで 

マメハモグ

リバエ 
１１月上旬 

 

中旬 

 

下旬 

収 穫 

↓ 
   



☆みんなで守ろう生産基準 


